
志々伎っ子フェスタの御参観 
ありがとうございました 

 今年度から地域の皆様にも御案

内したところ、多数の参加をいた

だき、ありがとうございました。多

くの方がいらっしゃったので、自

分の出番でのやりがいを感じるこ

とができたと思います。全校合唱

もお褒めの言葉をいただきました。 

フォロー言葉を重ねる 

志々伎っ子フェスタの会場設営

のとき、私が画鋲の入っているケ

ースを落とし、床に画鋲をばらま

いてしまいました。 

そのことに気付いた多くの子た

ちが駆け寄り、一緒に画鋲を拾っ

てくれました。そのとき、誰かはわ

からなかったのですが、 

「誰でも間違いはある」 

と言い、それを聞いた数名が同じ

ように、 

 「うん。誰でも間違いはある」 

と言ってくれました。 

 私はとっても安心しました。そ

のときの皆さん、ありがとう。 

 

 誰かが失敗をしたとき、 

 「何やってんの。」 

 「あーあ。先生に言おう。」 

 「自分のせいだろう。」 

と責めるより、今回みたいに言っ

てくれたら救われますね。それも、

そのフォローする言葉を周りの人

も重ねて言ってくれることが、そ

の人の心を救います。 

 

フォローする言葉をかける 

その言葉かけを何人も重ねる 

  

 「言葉の力」は大きいです。ぜひ、

今後もこのように言葉を使ってほ

しいと思います。 
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